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地域貢献活動

『地域のため』に、みんなでできること

『コラボレーション』とは、様々な立場の人が、共通の目標に向かって取り組むこと ≒ 「協働」

コロナ禍の中で、子どもも大人も行動が制限されてきました。しかし、浅江中の生
徒は、地域への感謝の気持ちは忘れておらず、「地域のために何かできることはない
か」という声をよく口にします。先週開催した生徒総会でも、「どのような地域貢献
活動ができるか？」を議題の一つとして取り上げるなど、生徒たちは、「15歳は地
域の担い手」であるという意識を忘れていません。
そのような中、浅江中校区で公共事業を行っている“企業”から、「地域貢献活
動をしたい」との申し出があり、同時に“浅江中おやじの会“からも「何かでできること
はないだろうか？」という、たいへんありがたいご提案をいただきました。
そこで、手つかずの状態になっていた野球バックネット裏の木の伐採、及び外の水
路の整備を、 6月20日にコラボ企画で行うこととなりました。
今回は、人の交流こそできませんでしたが、コロナ禍の中でもできる「地域貢献活
動」の一つの形です。次は生徒のアイデアによる“地域貢献活動”を期待しています。

【困っていた状況】（東側の水路沿い）

◆先週までの野球グラウンド外、
バックネット裏の様子

野球グラウンド側から
攻めていただきました！

◇石でできたベ
ンチを発見！

生徒総会
６月19日

◇外から野球部の姿が
みえるようになりました

浅江中
おやじの会

(with 小おやじの会)

浅江中生徒

木が道路にまで 蔓が伸び放題（フェンスにも）

蚊の大量発生 野球部のボールが行方不明に

タバコ等のポイ捨て いちょう並木があったとか!?

☆生徒たちは、月曜日から、水路沿い
雑草、木くずを回収して回っています。

＜コラボ企画＞

学運協委員Nさん
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰHさん
も飛び入り参加！

足場を組み、水路沿いに外
から攻めていただきました！

光市内で公共
工事を行って
いる企業

当日の様子は、浅江中HP「おやじの会」に掲載中
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令和２年度 浅江中学校 学校運営協議会の委員を紹介します （敬称略）
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学
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会※今年度から、本格的に「小中一貫教育」を進めています。そのため、浅江中の学校運営協議会は浅江小の学校運営協議会とともに

「あさなえ学園運営協議会」として一体的に進めていきます。

この「学校運営協議会」では、
市教委から任命された委員に皆
さまとともに、育てたい生徒像や、
これから学校が進むべき方向性、
また、様々な学校課題にどのよう
に対応していくかなど、よりよい学
校運営をめざした協議を行ってい
ます。


